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緑の地球新聞

緑
の
地
球
防
衛
基
金
が
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
カ
イ
省

に
お
い
て
新
た
な
植
林
事
業
を
検
討

ト
ナ
ム
で
は
、
人
口
の
約
３
割
（
約
２
、

５
０
０
万
人
）
が
森
林
な
ど
の
自
然
資
源

に
依
存
し
た
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
焼
畑

農
業
、
開
墾
、
燃
料
確
保
な
ど
の
た
め
に

行
わ
れ
る
森
林
破
壊
が
山
間
部
に
お
い
て

顕
著
で
す
。こ
の
よ
う
な
背
景
事
情
か
ら
、

引
き
続
き
森
林
を
管
理
し
て
い
く
た
め
の

支
援
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
オ
カ
イ
省
及
び
当
該
地
域
の
森

林
に
つ
い
て

ラ
オ
カ
イ
省
は
ベ
ト
ナ
ム
の
最
北
部
、

中
国
雲
南
省
と
の
国
境
に
位
置
す
る
省

で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
最
高
峰
フ
ァ
ン
シ
ー
パ

ン
山
（
標
高
３
、１
４
３
ｍ
）
を
有
す
る

山
岳
地
帯
で
す
。
人
口
は
約
70
万
人
で
、

フ
モ
ン
族
、
タ
イ
族
、
ザ
オ
族
な
ど
少
数

民
族
が
多
く
、
ま
た
高
原
の
町
サ
パ
は
ベ

ト
ナ
ム
国
内
で
も
有
数
の
観
光
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ラ
オ
カ
イ
省
は
森
林
の
豊
か
な
地
域
で

し
ま
し
た
。
１
９
４
０
年
代
頃
に
は
43
％

程
度
あ
っ
た
森
林
率
が
、
１
９
９
０
年
代

に
は
27
％
に
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
政
府
の
取
組
、
国
際
社
会
の
支
援

等
に
よ
る
植
林
に
よ
り
森
林
面
積
は
徐
々

に
回
復
し
、
２
０
１
８
年
に
は
41
・
65
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、「
緑
の
地

球
防
衛
基
金
」
も
、
１
９
９
４
年
度
か
ら

１
９
９
７
年
度
に
か
け
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
植
林
を
実
施
す
る
な
ど
、
緑
の
保
全
・

再
生
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
森
林
面
積
が
回
復
す
る
一
方

で
、
貴
重
な
生
態
系
を
有
す
る
天
然
林
は

依
然
減
少
・
劣
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ベ

　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
植
林
の
必
要
性

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
人
民
共
和
国
（
以

下
、「
ベ
ト
ナ
ム
」
と
い
う
。）
は
、
南
シ

ナ
海
に
面
し
た
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
東
部
に

位
置
し
、
日
本
と
同
じ
く
南
北
に
細
長
い

国
で
す
。
気
候
は
温
帯
か
ら
熱
帯
に
ま
た

が
り
、
降
水
量
が
多
く
、
地
形
も
起
伏
に

富
み
、
こ
の
結
果
非
常
に
多
様
な
森
林
が

分
布
し
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
１
９
４
０
年
代
以

降
、
戦
争
に
よ
る
破
壊
や
、
戦
後
復
興
の

た
め
の
資
材
調
達
に
よ
る
過
剰
伐
採
、
農

地
転
換
等
に
よ
り
、
森
林
が
著
し
く
減
少

当
基
金
は
、
２
０
１
９
年
３
月
末
に
終
了
し
た
「
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
モ
デ
ル
造
林
事
業
」

の
後
継
案
件
と
し
て
、
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
カ
イ
省
に
お
い
て
新
た
な
植
林
事
業
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
秋
に
大
石
理
事
長
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
、
ベ
ト
ナ
ム

中
央
政
府
や
ラ
オ
カ
イ
省
政
府
の
関
係
者
等
と
協
議
を
行
い
、現
地
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

現
在
は
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
覚
書
を
締
結
す
べ
く
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
稿
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
植
林
の
必
要
性
や
、
現
在
検
討

中
の
事
業
の
概
要
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

北西部の少数民族。色鮮やかな織の民族衣装が特
徴的です

ベトナムの地図。南北約2,000
㎞の細長い国土を有し、ラオ
カイ省はその最北部に位置し
ています
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・
事
業
実
施
期
間
；
２
０
２
０
年
４
月
以

降
の
覚
書
締
結
時
か
ら
２
０
２
５
年

３
月
ま
で
の
約
５
年
間

・
植
林
面
積
；
15 

ha

・
植
林
本
数
；
３
万
本
（
１
ha
当
た
り
２
、

０
０
０
本
）

・
植
林
樹
種
；
馬ば

尾び

松し
ょ
う

（
別
名
タ
イ
ワ
ン

ア
カ
マ
ツ
）、
カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ

の
混
植
（
ど
ち
ら
の
樹
種
も
ベ
ト
ナ
ム

の
在
来
種
で
あ
り
、
植
林
地
の
環
境
に

適
し
て
い
る
こ
と
や
、
苗
木
の
入
手
が

比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
が
、
本
件
植

林
に
採
用
さ
れ
た
理
由
で
す
。）

・
実
施
計
画
；
１
年
目
植
林
、
２
年
目
以

降
育
林
及
び
施
肥
、
必
要
に
応
じ
て

２
年
目
補
植
。

今
後
本
件
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
覚
書
が
締

結
さ
れ
、
事
業
が
開
始
さ
れ
た
際
に
は
、

事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
を
「
緑
の
地
球
新

聞
」
等
を
通
し
て
、
皆
さ
ま
に
御
報
告
す

る
予
定
で
す
。

行
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
ラ
オ
カ
イ
省
を

訪
問
し
事
業
予
定
地
の
視
察
、
ラ
オ
カ
イ

省
農
業
農
村
開
発
局
局
長
と
の
協
議
、
シ

マ
カ
イ
郡
人
民
委
員
会
委
員
長
と
の
協
議

等
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ベ
ト
ナ
ム

側
に
お
い
て
本
件
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
す
る
事
業
内
容
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
、

現
在
は
ベ
ト
ナ
ム
側
が
作
成
し
た
事
業
内

容
を
基
に
覚
書
案
の
内
容
を
双
方
で
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
件
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
と
し

て
は
、
①
森
林
を
再
生
す
る
こ
と
で
水
源

涵
養
、
自
然
災
害
防
止
等
地
域
の
環
境
保

全
に
寄
与
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与

す
る
こ
と
、
②
植
林
及
び
育
林
作
業
を
通

じ
て
雇
用
を
創
出
し
地
域
経
済
に
貢
献
す

る
こ
と
、
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
件
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳

細
は
、
前
述
の
と
お
り
ベ
ト
ナ
ム
側
と
協

議
中
で
す
が
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

省
か
ら
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
っ
た
複

数
の
植
林
候
補
地
の
中
か
ら
実
施
予
定
地

を
選
定
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

予
定
地
が
位
置
す
る
ラ
オ
カ
イ
省
シ
マ
カ

イ
郡
ナ
ン
サ
ン
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
、
ラ
オ
カ

イ
省
の
中
心
部
か
ら
約
１
０
０
㎞
離
れ
た

中
国
と
の
国
境
に
接
し
た
地
域
で
す
。
保

全
林
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
な

森
林
管
理
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
や
、
山
深

く
、
他
か
ら
の
支
援
が
行
き
わ
た
り
に
く

い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
予
定
地

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
ベ
ト
ナ
ム
の
森
林
は
、
特
別
利
用
林
、
保

全
林
、
生
産
林
の
３
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま

す
。
保
全
林
は
、
主
に
水
源
涵
養
、
土
壌
侵

食
や
土
砂
災
害
防
止
、
防
風
や
防
砂
な
ど
を

目
的
と
し
た
森
林
で
す
。）

本
件
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
は

２
０
１
９
年
10
月
末
に
大
石
理
事
長
が
首

都
ハ
ノ
イ
を
訪
問
し
、
ベ
ト
ナ
ム
中
央
政

府
の
森
林
管
理
委
員
会
局
長
と
協
議
を

あ
り
、
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
森
林
に
区
分
さ
れ
る
面
積
は
約
36
万

ha
、省
の
総
面
積
の
56
％
を
占
め
ま
す（
一

部
裸
地
や
草
地
を
含
む
値
）。
し
か
し
経

済
発
展
の
目
覚
ま
し
い
ベ
ト
ナ
ム
に
あ
っ

て
、
少
数
民
族
が
多
く
居
住
し
て
い
る
ラ

オ
カ
イ
省
を
含
む
北
部
地
域
は
、
貧
困
世

帯
の
割
合
が
高
い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
前
述
の
と
お
り
森
林
の
過

剰
利
用
に
よ
る
森
林
破
壊
が
頻
繁
に
見
ら

れ
ま
す
。

（
省
は
日
本
で
い
う
都
道
府
県
に
あ
た
る
地

方
行
政
区
画
の
単
位
で
す
。
一
般
的
に
ベ
ト

ナ
ム
の
行
政
区
画
は
、国
、省
、郡
、コ
ミ
ュ
ー

ン
の
順
に
細
か
く
な
り
ま
す
。）

ラ
オ
カ
イ
省
に
お
け
る
植
林
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
ベ
ト

ナ
ム
事
務
所
の
協
力
も
得
て
、
ラ
オ
カ
イ

植栽予定の苗木が生産されている苗畑
（樹種：馬尾松）

ラオカイ省の植林予定地

ラオカイ省との協議模様。
右側中央が大石理事長

焼畑農業によりパッチワーク状に広がる裸地。時
間をおけば森林に戻りますが、人口増加により十
分な休耕期間が取れず土壌の劣化が進む地域もあ
ります
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２
０
１
９
年
に
関
東
甲
信
越
、
東
北
地

方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
19

号
は
、
尾
瀬
国
立
公
園
内
に
も
大
き
な
爪

痕
を
残
し
ま
し
た
。
尾
瀬
保
護
財
団
に
よ

れ
ば
、
①
平
滑
の
滝
～
三
条
の
滝
ル
ー
ト

は
、
橋
の
崩
落
に
よ
り
通
行
止
め
、
②
尾

瀬
沼
南
（
三
平
下
～
沼
尻
）
は
、
倒
木
の

た
め
当
面
通
行
止
め
、③
下
ノ
大
堀
川
は
、

木
道
流
出
の
た
め
通
行
止
め
（
付
け
替
え

工
事
は
終
了
し
て
い
た
も
の
の
、
搬
出
の

た
め
脇
に
積
み
上
げ
て
い
た
古
い
木
道
が

流
出
）、
④
燧
ヶ
岳
の
各
登
山
道
で
複
数

の
倒
木
、
⑤
尾
瀬
ヶ
原
、
大
江
湿
原
、
浅

湖
湿
原
な
ど
を
周
遊
す
る
主
だ
っ
た
木
道

は
水
没
、
⑥
三
平
峠
の
大
規
模
な
倒
木
、

⑦
沼
尻
川
氾
濫
に
よ
り
、
竜
宮
小
屋
近
く

島
豪
雨（
２
０
１
１
年
７
月
27
日
～
30
日
）

に
よ
る
も
の
で
す
。

最
近
の
降
雨
の
傾
向 

尾
瀬
（
鳩
待
峠
）
の
年
間
雨
量
は
約
１
、

５
０
０
㎜
で
す
。
し
か
し
最
近
の
降
雨
量

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
５
年
毎
の
平

均
値
（
１
９
９
５
～
１
９
９
９
年
／

２
０
１
４
～
２
０
１
８
年
）
を
比
較
す
る

と
、
年
１
、４
１
４
㎜
か
ら
１
、６
６
４
㎜

へ
と
２
５
０
㎜
、
約
18
％
、
降
雨
量
が
増

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
主
に
活
動
す
る
６
月
～
10
月
の
５
か
月

間
は
、「
尾
瀬
の
雨
期
」
と
呼
べ
る
ほ
ど

降
雨
日
、
降
雨
量
が
多
く
、
そ
の
総
量
は

年
間
雨
量
の
６
割
強
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

こ
の
期
間
の
降
雨
日
数
、
降
雨
量
も
近
年

か
な
り
の
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
特

に
、
８
月
～
９
月
の
「
１
日
10
㎜
以
上
」

の
降
雨
日
が
増
加
中
で
す
。） 

10
㎜
（
＝
１
㎝
）
の
雨
量
は
大
し
た
こ

と
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
都
市
部
と
違
い
、
尾
瀬
は
山
岳
地
域

で
あ
り
各
河
川
の
水
源
地
で
す
。
尾
瀬
沼

の
面
積
は
１
・
67
㎢
で
す
が
、
尾
瀬
沼
の

集
水
域
は
13
・
１
㎢
と
約
８
倍
の
面
積
が

あ
り
、
水
が
集
ま
る
の
で
す
。
こ
の
集
水

域
に
降
る
10
㎜
の
雨
量
は
、
計
算
上

13
万
１
千
ト
ン（
１
億
３
千
万
リ
ッ
ト
ル
）

と
な
り
、
こ
の
雨
量
が
尾
瀬
沼
お
よ
び
河

川
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。 

夏
期
の
尾
瀬
訪
問
時
に
は
、
気
象
情
報
へ

の
特
段
の
注
意
が
増
々
必
要
と
な
り
ま
す
。

の
高
架
木
道
ま
で
冠
水
、
な
ど
の
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
桧
枝
岐
村
で

は
、
全
２
０
２
世
帯
（
５
５
１
名
）
に
避

難
指
示
も
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

鳩
待
峠
観
測
所
の
計
測
で
は
、
雨
は
10

月
11
日
（
金
）
よ
り
降
り
始
め
、
10
月
12

日
（
土
）
に
は
１
１
６
㎜
を
計
測
し
、
10

月
13
日
（
日
）
12
㎜
、
10
月
14
日
（
月
）

14
㎜
と
な
り
、
10
月
15
日
（
月
）
の
９
時

に
止
む
ま
で
累
加
１
４
８
㎜
の
豪
雨
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
10
月
12
日
（
土
）
は
、

１
時
間
に
10
㎜
前
後
の
雨
量
が
続
き
、
夕

刻
17
～
18
時
が
最
大
値（
１
時
間
／
16
㎜
）

で
し
た
。

尾
瀬
で
は
か
な
り
の
頻
度
で
冠
水
や

洪
水
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
豪
雨

（
台
風
19
号
）
を
含
め
累
加
50
㎜
以
上
の

豪
雨
は
、
２
０
１
９
年
は
７
回
目
と
な
り

ま
す
。（
２
０
１
９
年
10
月
末
日
現
在
） 

尾
瀬
の
雨
量
と
主
な
記
録 

い
ず
れ
の
デ
ー
タ
も
検
証
解
析
期
間

は
24
年
間
（
１
９
９
５
～
２
０
１
８
年
）、

観
測
地
は
国
土
交
通
省
・
鳩
待
峠
観
測
所

で
す
。
■
年
間
平
均
雨
量
＝
１
、４
９
５

㎜
（
最
大
２
、０
１
２
㎜
／
２
０
１
１
年
、

最
小
９
５
５
㎜
／
２
０
０
３
年
）
■
月
間

最
大
値
＝
５
８
８
㎜
（
２
０
１
１
年
７
月

／
１
９
９
８
年
８
月
）
■
１
日
最
大
値
＝

１
９
５
㎜
（
２
０
１
１
年
７
月
28
日
）
※ 

■
１
時
間
最
大
値
＝
42
㎜
（
２
０
０
０
年

８
月
５
日
）
■
断
続
的
な
豪
雨
最
大
値
＝

４
４
５
㎜
（
２
０
１
１
年
７
月
25
日
～
31

日
）
※
は
、
平
成
23
年
７
月
の
新
潟
・
福

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
２
０
１
９
年
度
助
成
団
体
紹
介

尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

１
９
９
７
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
貴
重

な
自
然
遺
産
で
あ
る
国
立
公
園
・
天
然
記

念
物
の
尾
瀬
に
お
い
て
、
広
く
一
般
市
民

を
対
象
に
入
山
指
導
や
自
然
解
説
、
観
察

会
な
ど
を
通
じ
て
自
然
環
境
保
護
に
関
す

る
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

各
種
調
査
活
動
（
例
え
ば
外
来
植
物
の
動

向
・
地
球
温
暖
化
の
影
響
調
査
）
を
行
う

な
ど
、様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
調
査
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
「
尾
瀬
地
域
内
の
降
水
量
に
よ
る
影

響
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

尾
瀬
は
集
水
域

尾
瀬
国
立
公
園
は
、
山
岳
地
域
の
湿
原

を
核
と
し
て
成
り
立
ち
、
ま
た
各
河
川
の

水
源
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
尾
瀬
ヶ
原
や

尾
瀬
沼
、
周
囲
の
山
腹
に
降
っ
た
雨
は
、

集
水
地
で
あ
る
湿
原
を
経
て
、
各
河
川
に

流
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
歩
く
木
道
は
、
こ

の
集
水
地
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
大
雨
と
な
れ
ば
い
ち
早
く
木
道
の
冠

水
、
流
出
な
ど
が
発
生
し
、
歩
行
は
極
め

て
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
す
。
過
去
に
は

3
名
の
水
死
（
低
体
温
症
）
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

台
風
19
号
に
よ
る
尾
瀬
の
豪
雨

2019/5/21豪雨 -ヨッピ橋周辺 -84㎜豪雨（12時間）
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足
立
恵
美
子
、
阿
部
榮
美
子
、
淡
野
ゴ
ス

ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

来
場
者
、
石
井
ふ
み
子
、
市
川
浩
一
、一

柳
清
美
、
渋
川
文
隆
、
進
士
五
十
八
、
菅

井
節
子
、
染
矢
武
尊
、
土
屋
の
り
、
富
沢

千
代
、
羽
生
佳
代
子
、
林
央
、
福
田
順
子
、

堀
内
志
保
、
山
口
元
子
、
藪
陽
一
、
渡
辺

純
子
、
匿
名

㈱
朝
日
工
業
社
、
井
上
健
太
郎
税
理
士
事

使用済み切手等売上表
（12月16日～3月15日）

未使用テレホンカード 250 円

未使用／使用済み切手 133,726 円

未使用／書き損じハガキ 14,804 円

外国コイン＆紙幣 4,640 円

合　　　計 153,420 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

メ
タ
ン
、
一
酸
化
二
窒
素
、
フ
ロ
ン
ガ
ス

が
あ
り
、
こ
の
中
で
も
「
Ｃ
Ｏ
２
」
が
最

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
温
室
効
果
ガ
ス

で
あ
る
こ
と
が
、
円
グ
ラ
フ
か
ら
お
分
か

り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

メ
タ
ン
は
Ｃ
Ｏ
２
に
次
ぐ
温
室
効
果
ガ

ス
で
、
湿
地
な
ど
で
枯
れ
た
植
物
が
分
解

す
る
際
や
天
然
ガ
ス
を
採
掘
す
る
際
に
発

生
し
、家
畜
の
ゲ
ッ
プ
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
発
生
割
合
で
は
、
メ
タ
ン
は
全
体
の
２

～
３
％
に
と
ど
ま
り
、
Ｃ
Ｏ
２
が
90
％
以

上
と
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
は
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
で

あ
り
、
私
た
ち
が
「
緑
の
地
球
を
次
世
代

に
残
す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組
ん
で
い

る
「
植
林｣

の
意
義
の
１
つ
が
、
こ
の
円

グ
ラ
フ
か
ら
も
読
み
取
れ
ま
す
。

　

最
近
「
地
球
温
暖
化
」
が
何
か
と
話
題

に
な
り
、
そ
の
際
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
と

い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、「
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
削
減
」

な
ど
の
言
葉
も
何
か
と
目
に
し
ま
す
。「
温

室
効
果
ガ
ス
と
は
何
か
。｣
「
Ｃ
Ｏ
２
と
は

ど
う
関
係
す
る
の
か
。」
簡
単
に
説
明
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
と
は
、

赤
外
線
を
吸
収
す
る
性
質
を
持
つ
気
体
の

こ
と
で
す
。
地
球
は
太
陽
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
受
け
取
り
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
気
圏
だ
け
で
な
く
海
洋
、
陸
地
、
生
物

圏
の
間
で
や
り
取
り
し
、
最
終
的
に
は
赤

外
放
射
と
し
て
宇
宙
空
間
に
放
出
し
ま

す
。
こ
う
し
て
ほ
ぼ
安
定
し
た
地
球
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
収
支
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
温
室
効
果
ガ
ス
」
は
赤
外
線

を
吸
収
す
る
た
め
、
地
球
の
外
に
放
出
さ

れ
る
は
ず
の
赤
外
線
の
多
く
が
熱
と
し
て

大
気
中
に
蓄
積
さ
れ
、
結
果
と
し
て
地
球

全
体
の
気
温
を
上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
が
「
地
球
温
暖
化
」
で
あ
り
、
そ
の

弊
害
を
減
ら
す
た
め
、「
温
室
効
果
ガ
ス
」

を
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

で
は
、「
温
室
効
果
ガ
ス
」
と
「
Ｃ
Ｏ
２
」

は
ど
う
関
係
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
掲
載

し
た
円
グ
ラ
フ
は
、「
世
界
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
総
排
出
量
に
占
め
る
ガ
ス
の
種
類

別
割
合
」
で
す
。
温
室
効
果
の
あ
る
気
体

は
た
く
さ
ん
あ
り
、
主
な
も
の
に
Ｃ
Ｏ
２
、

業
㈱
、生
長
の
家
岩
手
県
教
化
部
白
鳩
会
、

生
長
の
家
白
鳩
会
東
京
第
二
教
区
連
合

会
、
積
和
建
設
東
関
東
㈱
、
全
国
農
業
協

同
組
合
中
央
会
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日

本
興
亜
㈱
岐
阜
支
店
、
大
成
建
設
㈱
横
浜
支

店
、
大
本
山
永
平
寺
、
宝
塚
Ｆ
Ａ
Ｎ
，
Ｓ

文
通
サ
ー
ク
ル
Ｒ
ｅ
ｎ
ｋ
ａ
、
東
京
海
上

み
づ
た
ま
会
、
東
京
電
線
工
業
㈱
那
須
工

場
、
東
洋
熱
工
業
㈱
名
古
屋
支
店
、
中
津

沖
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
名
古
屋
市
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

ニ
ッ
パ
ツ
・
メ
ッ
ク
㈱
、
日
本
製
紙
㈱
紙

パ
ッ
ク
営
業
本
部
、（
公
財
）
日
本
動
物
愛

護
協
会
、　
（
一
財
）
日
本
品
質
保
証
機
構
、

日
本
郵
便
㈱
市
川
本
北
方
郵
便
局
、
野
口

ア
ル
ミ
箔
加
工
紙
㈱
、
富
士
通
エ
フ・ア
イ・

ピ
ー
・
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
、
富
士
通
㈱
秘
書

会
、
フ
ル
テ
ッ
ク
㈱
東
京
支
店
、
ホ
ー
プ

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
㈱
松
江
興
業
仙
台
支

店
、
㈱
松
村
組
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
㈱
、
マ
ー

レ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
三
井

化
学
ア
グ
ロ
㈱
、　
（
社
）
箕
面
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
み
の
か
も
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
㈱
ミ
ラ
イ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
緑
の
会
、
㈱
メ
デ
ィ
パ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
ビ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

㈱
、
ヤ
マ
モ
ト
木
材
㈲
、
㈱
ロ
ム
テ
ッ
ク
、

和
興
フ
ィ
ル
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

寄
付
協
力
者

（
12
月
16
日
～
3
月
15
日
敬
称
略
）

榎
本
邦
彦
、大
熊
泰
江
、海
宝
正
憲
、ジ
ャ

パ
ン
・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
、
㈱
乗
馬
ク

ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
、㈱
正
宝
住
販
、㈱
セ
デ
ィ

ナ
、
飛
松
玲
子
、
中
谷
健
司
、
東
く
み
子
、

ふ
る
さ
と
東
京
を
考
え
る
実
行
委
員
会
、

森
口
修
、
守
屋
森
次
、
渡
邉
公
伸

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
12
月
16
日
～
3
月
15
日
敬
称
略
）

浅
野
雄
太
、
市
川
浩
一
、
慶
田
紫
都
子
、

海
老
根
潮
美
、
岡
本
純
子
、
海
宝
正
憲
、

加
藤
聖
治
、
川
越
稔
、
神
田
章
吉
、
國
本

ゆ
か
り
、
小
杉
雅
恵
、
後
藤
花
絵
、
下
田

正
枝
、
曽
根
久
子
、
富
沢
千
代
、
中
野
寿

人
、
林
央
、
深
見
和
代
、
福
田
順
子
、
村

田
元
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
12
月
16
日
～
3
月
15
日
敬
称
略
）

宇
佐
な
が
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
㈱
Ｆ

Ｔ
Ｈ
Ｒ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
、
柏
市

国
際
交
流
協
会
、
神
奈
川
少
年
友
の
会
、

神
奈
川
少
年
友
の
会
相
模
原
支
部
、
㈱
京

三
製
作
所
、
近
畿
容
器
㈱
、
㈱
さ
く
ら
工

業
所
、
三
光
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
三
洋

テ
ク
ノ
マ
リ
ン
㈱
、
Ｊ
Ｘ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
㈱
、
静
岡
市
立
清
水
岡
小
学
校
、
㈱

シ
ン
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
、
新
光
電
気
工

（
コ
ラ
ム
）
温
室
効
果
ガ
ス
と
は
？

二酸化炭素
（化石燃料由来）

65.2%
二酸化炭素

（森林減少や土地利
用変化など）
10.8%

メタン
15.8%

一酸化二窒素
6.2%

フロン類等
2.0%

温室効果ガスの総排出量に占める種類別割合
（2010 年の CO2 換算量での数値）（気象庁資料）
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